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問
題
に
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す
る
意
識
調
査
の
展
開
と
課
題

意
識
調
査
研
究
に
向
け
て

要
　
　
約

内
田
　
龍
史

本
稿
は
、
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
の
到
達
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
意
識
調
査
の
展
開
を
概
観
し
、

意
識
調
査
結
果
か
ら
検
討
可
能
と
な
る
視
点
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
「
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
か
ら
「
人
権
問
題
に
関
す
る
意

識
調
査
」
　
へ
と
調
査
枠
組
み
が
転
換
し
っ
つ
あ
る
現
在
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
意
識
調
査
の
枠
組
み
や
、
啓
発
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
研
究

と
な
る
。は

じ
め
に

こ
れ
ま
で
行
政
を
中
心
に
、
「
同
和
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め

の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
膨
大
な
数
の
意
識
調
査
が
行
わ
れ
て
き

た
。
二
〇
〇
二
年
三
月
、
国
レ
ベ
ル
で
の
同
和
対
策
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
を
受
け
、
各
方
面
で
「
同
和
か
ら
人
権
へ
」
　
の
政
策
転

換
が
は
か
ら
れ
、
意
識
調
査
に
お
い
て
も
「
同
和
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
」
か
ら
「
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
　
へ
と
課
題

が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
「
同
和
行
政
か
ら
人
権
行
政
」
　
へ
、
「
同
和
教
育
か
ら

人
権
教
育
」
　
へ
の
転
換
と
同
様
、
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査

か
ら
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
へ
の
転
換
は
、
必
ず
し
も
同

和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
の
到
達
点
と
課
題
を
明
確
に
し
た
上
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で
一
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
意
識
調
査
の
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
今
後
行
わ
れ
る
部
落
問
題
・
人
権
問
題
に
関
す
る
意

識
調
査
を
展
望
す
る
上
で
、
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題
が
整
理
さ
れ

る
こ
と
、
第
二
に
、
市
民
啓
発
や
同
和
教
育
に
お
い
て
、
重
点
的

に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
課
題
が
明
確
に
な
る
こ
と
、
で
あ
る
。

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
以
降
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
の
到
達
点
と

課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
意
識
調
査

の
絵
括
的
研
究
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
本
稿
は
、
限
ら
れ
た
資
料

に
よ
る
予
備
的
な
考
察
に
と
ど
ま
る
が
、
今
後
行
わ
れ
る
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
、
視
点
の
整
理
を
行
い
た
い
。

一
意
識
調
査
の
現
状
－
同
和
問
題
か
ら
人
権
問
題
へ

後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、

同
和
対
策
審
議
会
（
以
下
、
同
対
審
）
答
申
に
よ
る
「
同
和
問
題
」

の
定
義
と
、
そ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
に
よ
っ
て
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

同
対
審
答
申
と
特
措
法
と
い
う
制
度
的
な
裏
づ
け
に
も
と
づ
い
て

「
心
理
的
差
別
」
　
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
克
服
を
目
指
す

た
め
の
意
識
調
査
が
数
多
く
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
連
の
特
措
法
の
期
限
切
れ
に
よ
り
、
国

レ
ベ
ル
で
の
同
和
対
策
事
業
は
終
結
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
同
和

行
政
か
ら
人
権
行
政
へ
と
転
換
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

様
に
、
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
意
識
調
査
か
ら
、
同
和
問
題
も

人
権
問
題
の
一
つ
の
課
題
と
と
ら
え
る
、
人
権
と
い
う
枠
組
み
か

ら
の
意
識
調
査
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
流
れ
は
、
意
識
調
査
の
設
計
と
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
二
点
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

第
一
に
、
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
に
枠
組
み
を
広
げ
れ
ば
広

げ
る
ほ
ど
、
個
別
の
人
権
課
題
に
つ
い
て
深
く
追
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
各
地
方
自
治
体
で
、
人
権
施
策
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
意
識
調
査
の
枠
組
み
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
二
〇
〇

三
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
「
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を

見
て
み
よ
う
。

具
体
的
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
の
調
査
項
目
は
、
ど
の
よ
う
な

人
権
問
題
に
関
心
が
あ
る
か
を
問
う
た
後
、
「
女
性
」
「
子
ど
も
」
「
高

齢
者
」
「
障
害
者
」
「
H
I
V
感
染
者
」
「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元

患
者
」
「
犯
罪
被
害
者
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
人
権
上
の
問
題
点
・
人
権
擁
護
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
の
二
項
目
ず
つ
、
「
同
和
問
題
」
と
　
「
ア
イ
ヌ
」
　
に

部落解放研究Nd622005．2
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つ
い
て
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
問
題
の
認
知
度
を
問
う
て
い
る
。
「
外

国
人
」
　
に
つ
い
て
は
人
権
擁
護
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
ほ
か
、
不

利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
差
別
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い

る。．こ
の
調
査
枠
組
み
は
、
二
〇
〇
二
年
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
』
　
（
法
務
省
人
権
擁
護
局
、
二

〇
〇
二
）
　
を
踏
襲
し
て
い
る
。
『
基
本
計
画
』
　
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
人
権
問
題
と
し
て
行
政
が
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

課
題
は
．
、
「
女
性
・
子
ど
も
二
日
同
齢
者
・
障
害
者
・
同
和
問
題
・

ア
イ
ヌ
・
外
国
人
・
患
者
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
・
犯
罪
被

害
者
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
」
な
ど
で
あ
り
、
お

お
む
ね
同
様
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
「
同
和
問
題
」
　
に
関
す
る
意
識
調
査
も
、
国
レ
ベ
ル
で

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
同
対
審
答
申
に
よ
る
「
同
和
問
題
」
理
解
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
同
様
に
、
「
人
権
問
題
」
　
に
関
す
る

意
識
調
査
も
、
国
レ
ベ
ル
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
　
『
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
』
　
に
よ
る
「
人
権
問
題
」
理
解
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

だ
が
、
「
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
」
か
ら
把
握
で
き
る

の
は
「
ど
の
よ
う
な
問
題
を
人
権
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る

か
」
、
「
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い

う
程
度
に
と
ど
ま
る
。
郵
送
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
意
識
調

査
に
お
い
て
は
、
調
査
項
目
が
膨
大
な
も
の
と
な
れ
ば
回
収
率
が

低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
に
、
必
然
的
に
調
査
項
目
数
が

限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
人
権
」
と
い
う
枠
組
み
で

の
調
査
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
各
項
目
に
対
す
る
設
問
数
が
減

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
上
各
課
題
を
深
く
追
求
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。

第
二
に
、
そ
も
そ
も
調
査
研
究
は
、
何
ら
か
の
仮
説
を
設
定
し

た
う
え
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
意
識

が
忌
避
的
態
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
仮
説
を

設
定
し
た
う
え
で
、
忌
避
的
態
度
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
な
ど

に
よ
っ
て
分
析
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
人
権
問
題

に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
記
述
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
分
析
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
内
閣

府
が
あ
げ
る
よ
う
な
各
種
の
人
権
問
題
に
は
そ
れ
固
有
の
問
題
性

が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

仮
説
設
計
と
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
が
必
要
と
さ

れ
る
。
行
政
が
各
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
気
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
た
個
別
の
意
識
調
査
を
行
ケ
ベ
き

で
あ
ろ
う
。

で
は
今
後
、
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
う
う
え
で
、

ど
の
よ
う
な
仮
説
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
何
が
ど
こ
ま
で
明
ら
か
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に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
作
業
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
作
業
を
行
い
、
今
後
の
意
識
調
査
の
展
望
を
探
求
す
る
こ
と
は
、

意
識
調
査
研
究
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

二
　
意
識
調
査
の
展
開
・
概
略

こ
こ
で
、
そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た

部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お

き
た
い
。
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
史
に
お
い
て
、
同
対
審

に
よ
る
調
査
は
以
降
行
わ
れ
る
調
査
の
枠
組
み
を
提
供
し
て
い

る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
同
対
審
調
査
以
前
、
同
対
審
調
査
、
同

対
審
調
査
以
降
に
時
期
区
分
し
、
調
査
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

－
　
同
対
審
調
査
以
前

部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
は
戦
前
に
も
行
わ
れ
て
い
た
。

特
に
、
部
落
問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
融
和
教
育
を
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
、
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
、
部
落
差
別
を
認
知
し
た

経
路
を
調
べ
る
「
感
染
経
路
」
調
査
と
と
も
に
、
差
別
意
識
の
保

持
状
況
な
ど
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
藤
範
（
一
九
三
二
）
、

植
木
　
（
一
九
三
三
）
、
土
屋
　
（
一
九
三
四
）
　
な
ど
、
中
央
融
和
事
業

協
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
　
『
融
和
事
業
研
究
』
　
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
差
別
意
識
調
査
結
果
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

戟
後
、
部
落
問
題
に
お
い
て
、
「
意
識
」
を
把
握
す
る
こ
と
を

早
期
に
主
張
し
た
の
は
山
本
登
で
あ
る
。
山
本
は
、
当
時
、
部
落

問
題
研
究
所
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
各
部
落
の
社
会
構

造
分
析
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
意
識
調
査
が
軽
視
さ
れ
る
こ

と
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

部
落
問
題
の
追
及
に
は
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
部
落
の
存
在
が
徳

川
体
制
下
の
身
分
制
度
の
残
淳
で
あ
る
と
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

問
題
性
は
事
実
に
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
意
識
に
あ
る
。
だ
が
、

意
識
が
事
実
と
相
互
規
定
関
係
に
あ
る
限
り
、
事
実
の
差
異
（
低

位
性
）
を
無
視
し
て
、
意
識
の
み
を
取
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
故
に
、
従
来
の
研
究
も
ま
た
多
く
事
実
の
把
握
に
向
っ
た
。

だ
が
、
意
識
の
側
面
は
無
視
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
（
山
本
、

一
九
五
七
、
一
九
一
宮
ハ
）

山
本
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
差
別
意
識
を
測
定
す
る
た
め
の
調

査
を
い
く
つ
か
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
戦
前
と
同
様
、
い
ず

れ
も
小
学
生
も
し
く
は
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
山
本
、
一
九
五
三
、
一
九
五
四
、
一
九
五
七
）
。

2
　
同
対
審
調
査

行
政
を
中
心
に
市
民
を
対
象
と
し
た
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識

部落解放研究NG1622（犯5．2
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調
査
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年

代
以
降
で
あ
る
。
そ
の
契
機
の
一
つ
は
同
対
審
答
申
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
同
和
地
区
精
密
調
査
」
　
（
同
和
対
策
審
議

会
、
一
九
六
五
）
　
で
あ
っ
た
。

同
対
審
答
申
の
資
料
と
な
っ
た
、
同
対
審
調
査
部
会
に
よ
る
「
同

和
地
区
精
密
調
査
」
は
、
意
識
調
査
と
し
て
は
初
め
て
の
全
国
規

模
の
調
査
で
あ
る
。
全
国
の
部
落
を
類
型
別
に
一
六
地
区
抽
出
し
、

地
区
住
民
及
び
地
区
周
辺
地
域
住
民
の
社
会
意
識
と
人
権
意
識
を

問
う
て
い
る
。
加
え
て
地
区
周
辺
住
民
に
は
、
部
落
に
対
す
る
関

係
と
態
度
が
問
わ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

こ
の
同
対
審
調
査
部
会
の
調
査
報
告
を
う
け
、
一
九
六
五
年
に

同
対
審
答
申
が
出
さ
れ
、
行
政
に
よ
る
「
同
和
問
題
」
　
の
定
義
が

な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

3
　
同
対
審
調
査
以
降

同
対
審
調
査
以
降
、
各
地
で
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
「
実
態
的
差
別
」

の
克
服
を
目
指
し
た
住
環
境
整
備
な
ど
、
よ
り
緊
急
性
の
高
い
事

業
が
優
先
さ
れ
た
た
め
に
、
「
心
理
的
差
別
」
を
把
捉
す
る
た
め

の
意
識
調
査
は
実
態
調
査
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

意
識
調
査
が
増
加
す
る
契
機
は
、
一
九
八
四
年
の
地
域
改
善
対

策
協
議
会
に
よ
る
意
見
具
申
「
今
後
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
　
で
あ
る
。
意
見
具
申
は
、
同
和
対
第
事
業
の
進
展

に
よ
っ
て
、
「
実
態
的
差
別
」
　
の
解
消
を
目
指
し
て
重
点
的
に
行

わ
れ
て
き
た
生
活
環
境
改
善
に
二
疋
の
成
果
が
見
ら
れ
た
と
の
認

識
の
も
と
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
重
点
を
「
心
理
的
差

別
」
　
に
置
い
た
。
つ
ま
り
、
以
降
は
啓
発
が
よ
り
推
進
さ
れ
る
べ

き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
一
九
八
五
年
、
当
時
の
総
務
庁
に
よ
っ
て
、
「
地

域
啓
発
等
実
態
把
握
調
査
」
が
行
わ
れ
た
（
総
務
庁
、
一
九
八
七
）
。

こ
の
調
査
は
実
態
調
査
の
み
な
ら
ず
、
府
県
内
に
同
和
地
区
が
あ

る
三
六
府
県
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
規
模
で
の
意
識
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
初
め
て
意
識
調
査
を
行
っ
た

地
方
自
治
体
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
前
後
に
は
、
一
九
八
二
年
に
制
定
さ
れ
た

「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
が
一
九
九
二
年
三
月
に
期
限
切

れ
と
な
る
の
に
対
し
、
差
別
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
生
活
実

態
調
査
及
び
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
が
各
地
で
行
わ
れ
て

（
4
）

い
る
。一

九
九
三
年
に
は
、
総
務
庁
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
同
和
地
区
で

行
わ
れ
て
き
た
行
政
施
策
に
対
す
る
総
括
的
な
調
査
の
一
環
と
し

て
、
全
国
の
同
和
地
区
住
民
お
よ
び
地
区
外
住
民
を
対
象
に
「
同

和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
意
識
調
査

も
行
わ
れ
て
い
る
　
（
総
務
庁
、
一
九
九
五
）
。
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こ
れ
ら
の
調
査
の
他
に
も
、
府
県
レ
ベ
ル
か
ら
町
村
レ
ベ
ル
ま

で
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
多
数
の
意
識
調
査
が
行
わ
れ
て

き
た
。
地
方
自
治
体
の
な
か
に
は
、
同
和
問
題
の
取
り
組
み
に
対

す
る
効
果
測
定
と
し
て
、
継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
少
な
く
な
い
。
暫
定
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
部
落
解

放
・
人
権
研
究
所
図
書
室
や
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン

タ
ー
の
蔵
書
な
ど
か
ら
作
成
し
た
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査

報
告
書
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
同
対
審
答
申
以
降
ま
と
め
ら
れ
た
調

査
報
告
書
は
七
〇
〇
点
を
下
ら
な
い
。

≡
　
意
識
調
査
で
問
わ
れ
て
き
た
も
の

こ
の
よ
う
に
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
同
和
問
題
に
関
す
る
意

識
調
査
に
お
い
て
、
い
っ
た
い
何
が
問
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

意
識
調
査
の
原
型
と
な
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
同
対
審
調
査
部
会

に
よ
る
「
同
和
地
区
精
密
調
査
」
　
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
そ

の
内
容
を
概
観
し
、
そ
の
後
の
調
査
内
容
の
展
開
に
つ
い
て
も
簡

単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

1
　
同
対
審
調
査
の
概
要

同
対
審
調
査
で
は
、
「
社
会
意
識
」
と
「
人
権
意
識
」
、
「
部
落

お
よ
び
部
落
出
身
者
に
対
す
る
態
度
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

「
社
会
意
識
」
は
、
（
伝
統
・
前
近
代
・
非
合
理
）
1
（
近
代
・

合
理
的
）
と
い
う
軸
で
価
値
態
度
が
問
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

調
査
仮
説
は
「
農
村
部
落
は
も
と
よ
り
、
中
小
都
市
的
地
区
あ
る

い
は
大
都
市
的
地
区
で
も
、
地
域
的
封
鎖
削
が
強
く
、
社
会
階
層

に
お
い
て
低
位
に
所
属
す
る
住
民
の
う
ち
に
は
、
い
然
と
し
て
前

近
代
的
・
非
合
理
的
な
価
値
態
度
を
示
す
も
の
が
、
一
般
地
区
と

較
べ
て
多
い
」
　
（
同
和
対
策
審
議
会
、
一
九
六
五
、
四
二
五
頁
）
　
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
部
落
の
方
が
「
お
く
れ
た
意
識
」

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
推
測
に
も
と
づ
き
、
部
落
と
部
落
外
の
意

識
の
差
を
見
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
「
社
会
意
識
」
　
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、
．
（
1
）

神
社
や
寺
な
ど
の
宗
教
的
な
伝
統
・
行
事
を
残
す
こ
と
が
望
ま
し

い
か
ど
う
か
を
（
伝
統
－
近
代
）
、
（
2
）
　
地
元
の
冠
婚
葬
祭
を
盛

大
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
を
（
伝
統
－
合
理
）
、
（
3
）

貧
富
の
差
の
原
因
を
個
人
の
能
力
や
勤
勉
さ
で
は
な
く
生
ま
れ
や

身
分
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
　
（
業
績
主
義
－
個
人
帰

属
主
義
）
、
（
4
）
義
理
の
あ
る
人
か
ら
の
頼
ま
れ
ご
と
を
引
き
受

け
る
べ
き
か
ど
う
か
を
　
（
近
代
、
合
理
－
前
近
代
、
非
合
理
）
的

態
度
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
部
落
問
題
に

つ
い
て
問
う
項
目
で
は
な
い
が
、
以
降
の
意
識
調
査
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
伝
統
的
な
風
習
や
因
習
に
と
ら
わ
れ
な

い
近
代
・
合
理
的
な
考
え
を
持
つ
人
が
増
加
す
れ
ば
同
和
問
題
は

部落解放研究N81622005．2
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解
決
す
る
と
い
う
調
査
主
体
の
前
提
が
見
受
け
ら
れ
る
。

「
人
権
意
識
」
は
、
部
落
差
別
が
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
場
面

と
し
て
「
職
業
」
お
よ
び
「
結
婚
」
問
題
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、

「
一
方
で
は
地
区
住
民
が
就
職
、
結
楯
に
際
し
て
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
基
本
的
人
権
を
ど
の
程
度
え
て
い
る
か
。
他
方
で
は
、
一
般

地
区
住
民
が
そ
う
し
た
人
権
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
の
自
覚
と
理

解
を
持
っ
て
い
る
か
」
（
同
前
、
四
二
五
頁
）
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
職
業
で
は
「
人
は
生
れ
や
職
業

に
よ
っ
七
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
憲
法
に
き
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
世
間
一
般
で
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
、
結

婚
で
は
「
『
結
婚
に
あ
た
っ
て
、
人
は
相
手
を
自
由
に
え
ら
べ
る
』

と
憲
法
に
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
世
間
一
般
で
、

こ
の
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
、
「
（
1
）
　
職
業
、
結
婚
の
双
方
の
問
題
に
関
し
て
、
一
般
地

区
住
民
の
判
断
は
　
『
す
で
に
差
別
は
な
く
な
り
』
、
『
世
間
一
般
で

は
そ
の
点
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
』
と
す
る
も
の
が
多
い
。
（
2
）

そ
れ
と
は
対
照
的
に
部
落
住
民
の
側
か
ら
は
、
『
ま
だ
世
間
一
般

で
守
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
』
、
『
無
視
さ
れ
て
い
る
』
と
す
る
も

の
が
多
い
の
で
あ
る
。
（
3
）
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
と
に
地
区
外

住
民
の
場
合
、
部
落
差
別
の
現
状
や
、
人
権
問
題
に
関
す
る
充
分

な
認
識
、
理
解
が
と
ぼ
し
い
と
い
え
よ
う
」
　
（
同
前
、
四
五
三
頁
）

と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
以
降
行
わ
れ
る
調
査
結
果
と
同
様
、
部

落
住
民
は
差
別
を
よ
り
厳
し
く
、
部
落
外
住
民
は
差
別
は
よ
り
軽

減
し
て
い
る
と
回
答
す
る
傾
向
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
部
落
お
よ
び
部
落
出
身
者
に
対
す
る
態
度
」
は
、
以
下
の
よ

う
な
問
題
関
心
の
も
と
に
問
わ
れ
て
い
る
。
「
（
1
）
　
地
区
住
民
と

一
般
地
区
住
民
の
交
際
の
程
度
お
よ
び
そ
れ
を
通
じ
て
具
体
的
な

言
動
に
表
示
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
差
別
感
情
が
、
男
、
女
、
年

令
別
に
み
て
ど
の
階
層
に
多
く
抱
か
れ
て
い
る
か
。
（
2
）
　
差
別

感
情
が
具
体
的
な
か
た
ち
を
と
っ
て
表
示
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
ど

の
よ
う
に
潜
在
化
し
て
い
く
か
。
（
3
）
　
差
別
感
情
の
形
成
が
一

般
地
区
住
民
の
う
ち
に
な
ぜ
、
い
然
と
し
て
み
ら
れ
る
か
。
つ
ま

り
差
別
感
情
形
成
の
原
因
。
（
4
）
　
ま
た
も
し
、
そ
う
し
た
差
別

の
原
因
が
と
り
の
ぞ
か
れ
た
と
し
た
ら
、
果
し
て
地
区
差
別
は
の

こ
る
か
。
（
5
）
　
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、
一
般
地
区
住
民
は

そ
の
責
任
を
国
家
、
地
方
自
治
体
に
求
め
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

住
民
自
体
の
責
任
に
み
て
い
る
か
」
（
同
前
、
四
二
六
～
四
二
七
頁
）
。

具
体
的
に
は
、
（
1
）
　
同
和
地
区
の
知
人
の
有
無
、
（
2
）
　
部
落

の
人
々
と
の
交
際
の
程
度
と
交
際
を
ひ
か
え
る
か
ど
う
か
、
（
3
）

部
落
差
別
の
認
知
経
路
、
（
4
）
差
別
の
現
状
認
識
と
差
別
の
原
因
、

（
5
）
　
部
落
差
別
を
す
る
の
は
当
然
か
ど
う
か
、
（
6
）
　
部
落
・
部

落
住
民
が
以
前
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
7
）
　
部

落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
方
法
と
、
住
民
の
自
主
的
解
決
と
行
政

に
よ
る
解
決
の
ど
ち
ら
を
支
持
す
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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・
結
果
、
「
（
イ
）
一
般
的
に
い
っ
て
、
地
区
住
民
と
の
交
際
は
、

男
を
中
心
に
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

親
し
い
交
際
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
（
ロ
）
　
交
際
関
係
に
お
け

る
特
徴
は
、
都
市
地
区
よ
り
む
し
ろ
農
村
地
区
に
よ
り
、
そ
の
機

会
を
生
じ
て
い
る
。
（
ハ
）
　
交
際
関
係
に
お
け
る
抵
抗
は
、
一
部

の
都
市
地
域
に
み
ら
れ
る
。
（
ニ
）
　
差
別
の
知
識
は
主
と
し
て
近

隣
お
よ
び
家
庭
に
み
ら
れ
る
。
（
ホ
）
　
ま
た
、
地
区
別
に
関
す
る

現
状
の
知
識
を
十
分
に
も
た
な
い
。
（
へ
）
　
地
区
民
に
対
す
る
誤

解
は
少
な
い
が
差
別
に
対
す
る
伝
続
的
慣
習
を
か
な
り
強
く
持
っ

て
い
る
。
同
時
に
ま
た
、
差
別
の
原
因
を
経
済
的
条
件
に
も
認
め

て
い
る
。
（
ト
）
　
地
区
を
以
前
と
較
べ
て
　
『
か
な
り
良
く
な
っ
た
』

と
評
価
す
る
が
、
今
後
、
基
本
的
人
権
の
確
立
や
経
済
的
条
件
の

充
実
を
み
た
と
し
て
も
　
『
差
別
は
あ
い
か
わ
ら
ず
残
る
』
と
評
価

す
る
傾
向
が
あ
る
。
（
チ
）
　
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
同
和
問
題
の

解
決
に
は
、
地
区
住
民
の
積
極
的
な
努
力
と
、
そ
の
解
決
へ
の
主

体
的
条
件
が
必
要
と
主
張
す
る
一
方
、
同
時
に
公
的
機
関
を
通
じ

て
の
同
和
問
題
解
決
へ
の
積
極
的
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
（
同

前
、
四
人
二
～
四
人
三
頁
）
　
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

2
　
同
対
審
調
査
以
降
の
概
要

同
対
審
調
査
以
降
の
調
査
は
、
主
に
山
本
登
が
行
っ
て
き
た
意

識
調
査
枠
組
み
に
収
赦
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
代

表
例
が
、
前
述
し
た
総
務
庁
に
よ
る
一
九
八
五
年
、
一
九
九
三
年

調
査
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
識
調
査
で
主
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
①
部
落
問

題
（
同
和
問
題
）
の
認
知
、
②
部
落
問
題
を
知
っ
た
時
期
・
経
路
、

③
部
落
差
別
・
同
和
地
区
の
起
源
、
④
部
落
あ
る
い
は
部
落
出
身

者
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
　
（
人
づ
き
あ
い
・
結
婚
）
、
⑤
部
落
問
題

に
関
連
す
る
知
識
、
⑥
同
和
教
育
・
研
修
を
受
け
た
経
験
、
⑦
部

落
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
な
ど
で
あ
る
。

①
は
、
部
落
問
題
が
ど
の
程
度
認
知
さ
れ
て
い
る
か
を
問
う
て

い
る
。
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
調
査
対
象
者
は
分
析
か
ら
除

か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

②
の
認
知
経
路
は
、
家
族
や
親
族
か
ら
聞
く
場
合
は
部
落
に
対

す
る
悪
い
印
象
を
持
ち
、
学
校
か
ら
聞
い
た
場
合
は
同
和
教
育
の

効
果
に
よ
り
差
別
的
な
態
度
を
と
ら
な
い
と
仮
定
さ
れ
て
い
た
。

③
の
部
落
差
別
・
同
和
地
区
の
起
源
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て

購
民
身
分
が
作
ら
れ
た
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
政
治
起
源
説
」
が
「
正

し
い
」
説
と
さ
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
、
同
和
教
育
・
啓
発
な

ど
に
お
い
て
「
正
し
い
」
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
の

指
標
と
な
っ
て
い
た
。

④
の
忌
避
的
態
度
は
、
「
つ
き
あ
っ
て
い
た
人
が
同
和
地
区
の

人
で
あ
っ
た
場
合
」
、
「
自
分
の
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
の
人
で
あ

っ
た
場
合
」
、
「
子
ど
も
の
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
の
人
で
あ
っ
た

部落解放研究Ⅰも1622（犯5．2
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場
合
」
と
い
う
想
定
に
対
す
る
態
度
な
ど
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
項
目
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
の
く
ら
い
の
人
々
が
部
落

差
別
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
推
測
す
る
指
標
で
あ
る
。

⑤
は
、
同
対
審
答
申
・
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
な
ど
の
部

落
問
題
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
世
界
人
権
育
三
口
・
国
際
人
権
規
約

な
ど
の
人
権
に
関
す
る
知
識
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
る
か
を
把

握
す
る
た
め
の
項
目
で
あ
る
。

⑥
は
、
部
落
問
題
に
関
す
る
教
育
・
学
習
経
験
や
啓
発
の
頻
度

を
間
、
γ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
普
及
の
程
度
と
同
時
に
、
忌
避
的
態

度
と
の
関
連
、
す
な
わ
ち
、
教
育
経
験
や
啓
発
に
よ
っ
て
忌
避
的

態
度
が
減
少
す
る
と
い
う
仮
説
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

⑦
の
部
落
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
相
反
す
る
コ
ト
バ
を
用
い

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
問
う
調
査
方
法
で
あ
る
S
D
法
　
（
s
e
m
a
n
t
i
c

ロ
i
詳
r
e
ロ
t
i
a
－
M
e
t
h
O
d
）
　
に
よ
っ
て
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
結
果
、
部
落
に
対
し
て
は
　
「
下
品
な
」
「
あ
ら
あ
ら
し
い
」
「
閉

鎖
的
」
「
こ
わ
い
」
「
不
潔
な
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ

が
持
た
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
　
（
横
島
、
一
九

八
四
、
二
四
頁
）
。

そ
の
他
、
直
接
部
落
問
題
と
は
関
係
な
い
も
の
の
、
母
子
家
庭
・

女
性
・
外
国
人
に
対
す
る
差
別
的
な
扱
い
を
事
例
に
あ
げ
、
そ
れ

ら
を
差
別
と
思
う
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
部
落
問
題
が
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い

う
前
提
の
も
と
に
、
基
本
的
人
権
に
対
す
る
認
識
を
把
握
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
ひ
の
え
う
ま
」
　
の
生
ま
れ
に
よ
っ
て
結
婚
を
嫌
が
る

風
習
や
、
結
婚
式
は
「
大
安
」
　
の
日
で
な
い
と
よ
く
な
い
と
い
う

風
習
な
ど
に
つ
い
て
、
当
然
と
思
う
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
も
多

い
。
同
対
審
調
査
同
様
、
部
落
差
別
は
慣
習
や
風
習
な
ど
と
同
様

に
前
近
代
的
な
意
識
が
な
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
解
決
に
向
か
う

と
仮
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
　
意
識
調
査
を
め
ぐ
る
研
究
の
可
能
性

以
上
、
意
識
調
査
の
展
開
と
、
意
識
調
査
で
問
わ
れ
て
き
た
も

の
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
意
識
調
査

結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、

着
目
す
べ
き
視
点
を
整
理
し
た
い
。

1
　
忌
避
的
態
度

最
も
重
要
な
の
は
、
忌
避
的
態
度
の
状
況
で
あ
る
。
忌
避
的
態

度
の
割
合
は
、
「
差
別
す
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
？
」
と

い
う
問
い
に
答
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
部
落
の
何
を
忌

避
し
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

忌
避
的
態
度
は
主
に
「
人
」
　
に
対
す
る
も
の
と
　
「
地
域
」
　
に
対
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す
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
「
人
」
　
に
対
す
る
忌
避
と
し
て
は
、

友
人
・
近
所
の
人
・
職
場
の
人
・
自
分
の
結
婚
相
手
・
子
ど
も
の

結
婚
相
手
な
ど
が
、
部
落
出
身
で
あ
っ
た
場
合
、
つ
き
あ
い
を
拒

否
し
た
り
／
さ
せ
た
り
す
る
態
度
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
地
域
」
に
対
し
て
は
、
同
和
地
区
　
（
も
し
く
は
そ
の
近
所
）
　
の
住

宅
を
買
う
こ
と
を
避
け
る
な
ど
の
態
度
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。

2
　
忌
避
的
態
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因

部
落
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
整
理
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
に
忌
避
的
態
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
た
の
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
ひ
の
え
う
ま
・
大
安
」

な
ど
風
習
に
関
す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
部
落
差
別
を
支
え

る
要
因
と
し
て
、
前
近
代
的
な
意
識
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

家
意
識
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
野
口
は
、
家
の
「
連
続
性
」
を

重
視
す
る
意
識
が
忌
避
的
態
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
強
く
持
つ
人
々
の
方
が
部
落
に
対

す
る
結
婚
忌
避
が
強
い
の
で
あ
る
（
一
九
九
三
、
二
四
⊥
二
六
頁
）
。

加
え
て
野
口
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
業
を
内
包
す
る
近
代
家

族
的
意
識
を
持
つ
人
も
結
婚
忌
避
的
態
度
を
と
る
傾
向
が
あ
る
、

と
す
る
　
（
野
口
、
一
九
九
七
）
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
部
落
差
別
の
現
状
を
厳
し
く
認
識
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
部
落
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
を
強
化
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
（
佐
藤
、
二
〇
〇
二
）
。

逆
に
、
忌
避
的
態
度
を
解
消
さ
せ
る
要
因
と
し
て
は
、
啓
発
活

動
に
何
度
も
接
触
し
て
い
る
人
は
忌
避
的
態
度
を
と
ら
な
い
と
い

う
説
明
　
（
小
森
、
一
九
九
二
一
四
六
頁
／
一
九
九
七
、
一
八
二
頁
）

や
、
部
落
出
身
者
と
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
ほ
ど
忌
避
的
態
度
を
と

ら
な
い
な
ど
、
オ
ル
ポ
ー
ト
の
「
接
触
仮
説
」
　
に
基
づ
く
議
論
も

な
さ
れ
て
い
る
　
（
内
田
、
二
〇
〇
四
）
。

他
に
も
部
落
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
析
出
し
、
整
理
す
る
こ

と
は
、
忌
避
的
態
度
の
解
消
を
目
指
す
啓
発
の
推
進
に
向
け
て
重

要
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

3
　
時
間
軸
に
よ
る
比
較

時
間
軸
に
よ
る
意
識
の
比
較
、
な
か
で
も
前
述
し
た
忌
避
的
態

度
を
と
る
人
の
割
合
の
変
遷
は
、
部
落
問
題
解
決
の
ひ
と
つ
の
指

標
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
変
遷
の
把
握
は
、

「
差
別
す
る
人
は
減
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る

手
が
か
り
と
な
る
。

意
識
の
変
遷
を
把
握
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
は
、
年
齢
別
の

ク
ロ
ス
集
計
に
よ
っ
て
意
識
の
あ
り
よ
う
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ

部落解放研究抽．1622005．2
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る
。
一
例
と
し
て
、
戟
後
の
意
識
調
査
の
中
で
も
初
期
の
調
査
で

あ
る
一
九
六
人
年
の
大
阪
市
民
に
対
す
る
「
同
和
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
」
　
（
大
阪
市
同
和
対
策
部
、
一
九
六
人
）
　
を
と
り
あ
げ
て

み
よ
う
。
そ
こ
で
は
「
あ
な
た
ご
自
身
か
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん

が
、
結
婚
な
さ
る
と
し
た
ら
部
落
出
身
の
か
た
と
結
婚
さ
れ
た
り
、

結
婚
さ
せ
た
り
な
さ
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
な
さ
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
の
問
い
で
部
落
出
身
者
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
を
把
握
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
。
結
果
を
見
る
と
、
「
結
婚
し
な
い
」
と
回
答

し
た
者
が
三
丁
六
％
で
あ
り
、
現
在
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
そ
の
割
合
は
か
な
り
高
く
、
差
別
的
な
意
識
が
強
固
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
年
齢
別
に
見
る
と
、
当
時
の
二
〇
歳
代

（
現
在
の
五
〇
歳
代
後
半
～
六
〇
歳
代
前
半
）
　
で
は
一
人
・
六
％
、

三
〇
歳
代
で
三
一
一
％
、
四
〇
歳
代
で
四
〇
・
九
％
、
五
〇
歳

代
で
四
人
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
若
年
層
ほ
ど
忌
避
し
な
い
傾

向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
が
そ
の
後
の
調
査
に
お
い
て
も
安
当

で
あ
る
か
ど
う
か
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
定
の
年
齢
コ
ー
ホ
ー
ト
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
測
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

疑
似
パ
ネ
ル
的
な
調
査
が
必
要
と
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
現

在
に
か
け
て
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
は
数
多
く
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
意
識
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体

で
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
の
意
識
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
意
識
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

定
期
的
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

4
　
空
間
軸
に
よ
る
比
較

意
識
の
変
遷
を
把
握
す
る
た
め
の
時
系
列
的
な
比
較
の
み
な
ら

ず
、
空
間
的
な
比
較
も
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
全
国
規
模
の
調
査
で
あ
る
一
九
八
五
年
の
「
地
域
啓

発
等
実
態
把
握
調
査
」
と
一
九
九
三
年
の
「
同
和
地
区
実
態
把
握

等
調
査
」
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
調
査
票
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、

地
域
比
較
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
か
ら
は
、

地
域
ご
と
に
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
　
（
小
森
、
一
九
九
一
、
一
九
九
七
）
。
こ
れ
ら
の
違
い
が
何

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
意
識

調
査
の
枠
を
超
え
て
、
部
落
問
題
研
究
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
部
落
問
題
の

特
殊
性
と
、
地
域
の
違
い
を
超
え
た
普
遍
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

全
国
規
模
の
調
査
や
府
県
規
模
の
調
査
で
は
、
各
地
方
自
治
体

が
調
査
結
果
を
独
自
に
集
計
す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
自
治

体
ご
と
の
特
徴
や
部
落
の
規
模
な
ど
を
考
慮
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
を
類
型
化
し
、
類
型
ご
と
に
比
較
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
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5
　
部
落
問
題
と
い
う
認
識
枠
組
み

以
上
の
よ
う
に
、
調
査
結
果
か
ら
な
ん
ら
か
の
傾
向
を
読
み
取

る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
調
査
の
調
査
枠
組
み
そ
の
も
の
や
調

査
項
目
・
質
問
文
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
査
主
体
の
部

落
問
題
の
認
識
枠
組
み
や
、
問
題
関
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
作
業
は
、
野
口
　
（
一
九
八
七
）
　
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
調
査
当
時
の
部
落
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
意
識
を
把
握

す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
。

さ
ら
に
、
調
査
枠
組
み
の
変
遷
を
時
系
列
に
位
置
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
部
落
問
題
が
ど
の
よ
う
に
社
会
問
題
と
し
て
に
構
築

さ
れ
て
き
た
の
か
を
把
握
す
る
一
助
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

6
　
意
識
調
査
結
果
の
政
策
的
影
響

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
意

識
調
査
結
果
が
行
政
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
政

策
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ

～
つ
0

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど

に
よ
る
調
査
結
果
の
普
及
で
あ
る
。
だ
が
、
啓
発
の
場
面
に
お
い

て
意
識
調
査
結
果
を
用
い
た
デ
ー
タ
の
提
示
な
ど
、
結
果
を
市
民

に
還
元
す
る
棟
会
は
意
外
と
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
調
査
結

果
が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
還
元
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
視
点

か
ら
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
莫
大
な
予
算
を
費
や
し
て
行
っ
て
き

た
調
査
を
無
駄
な
く
活
か
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

本
稿
で
整
理
し
た
意
識
調
査
研
究
の
た
め
の
視
点
の
他
に
も
、

こ
れ
ら
の
意
識
調
査
を
「
日
本
」
に
お
け
る
社
会
調
査
史
の
文
脈

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
調
査
方
法

論
に
限
定
す
れ
ば
、
郵
送
調
査
・
面
接
調
査
と
い
っ
た
調
査
方
法

の
違
い
と
結
果
と
の
関
係
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
は
い
え
、
ま
ず
は
膨
大
に
残
さ
れ
た
調
査
の
蓄
積
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
書
誌
的
研

究
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
こ
で
検
討
し
た
視
点
に
基

づ
く
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き

た
意
識
調
査
と
い
う
遺
産
か
ら
、
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け
た
手

が
か
り
を
よ
り
明
確
に
見
出
す
可
能
性
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

部落解放研究Nd622005．2
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注（
1
）
　
同
様
の
問
題
関
心
か
ら
、
小
森
哲
郎
　
（
二
〇
〇
二
）
　
が
同
和
問

題
の
意
識
調
査
に
関
す
る
整
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
調

査
が
検
討
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

（
2
）
　
特
措
法
後
の
同
和
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
奥
田
　
（
二
〇

〇
四
）
　
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
3
）
　
な
お
、
こ
こ
で
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
区
周
辺
住
民
は
、

世
帯
主
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
を
単
純
無
作
為
抽
出
し
て
い
る
。

調
査
は
面
接
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
一
九
九
〇
年
前
後
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
意
識
調
査
に
つ
い

て
は
小
森
　
（
一
九
九
一
）
　
に
詳
し
い
。

（
5
）
一
九
九
三
年
の
総
務
庁
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
小
森
（
一
九

九
七
）
　
に
詳
し
い
。

（
6
）
山
本
登
の
意
識
調
査
設
計
に
関
し
て
は
、
山
本
（
一
九
八
〇
〓

九
人
三
］
）
　
に
詳
し
い
。

（
7
）
も
ち
ろ
ん
、
意
識
レ
ベ
ル
で
忌
避
す
る
人
が
、
必
ず
し
も
行
動
レ

ベ
ル
で
「
差
別
」
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
（
マ
ー
ト
ン
、
一
九
四
九
）
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
忌
避
的
態
度
を
測
定
す
る
調
査
に
ま

っ
た
く
意
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
「
心
理
的
差
別
」
を
把
握
す

る
一
つ
の
測
定
方
法
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
　
し
か
し
、
時
系
列
変
化
の
確
認
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
柔
軟
な

発
想
に
よ
る
新
た
な
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
に

く
い
と
い
う
弊
害
も
あ
る
。
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